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2025.12.19現在 

初級冷凍受験テキスト 第８次改訂 正誤一覧           ※上段から最新の内容順に記載しています 
 

HPへ

の 

更新

日付 

頁 該当箇所 誤 正 

2025 

12.19 

86 下から 

8～9行目 

強制循環式(図7.15) 

自然循環式(図7.14) 

強制循環式(図7.14) 

自然循環式(図7.15) 

2025 

12.8 

 量記号及び

単位一覧表 
𝑃𝑃 

圧縮機駆動の軸動力 圧縮機の駆動軸動力 

〃  量記号及び

単位一覧表 

（つづき） 
𝑤𝑤𝑟𝑟 

𝑊𝑊𝑟𝑟 𝑤𝑤𝑟𝑟 

〃 30 12行目 圧縮機の冷凍能力𝛷𝛷o 冷凍能力𝛷𝛷o 

〃 99 図8.12 モイスチャインジケータ モイスチャーインジケータ 

〃 121 下から 

1～2行目 

四方切換弁では，切り換え時に高圧側か

ら低圧側への冷媒の漏れが短時間起こる

ので，高低圧間に十分な差圧がないと完

全な切り換えができない． 

四方切換弁は，高低圧間の差圧でピストン

を動かしてスライド弁を切り換える．この

ため，切り換え時に高圧側から低圧側への

冷媒の漏れが短時間起こるので，高低圧間

に十分な差圧がないと完全な切り換えがで

きない． 

〃 163 下から 

1行目 

(1)真空試験の圧力は0.6 kPa(5 torr)以

下の真空度で行う． 

(1)真空試験の圧力は0.6 kPa(5 torr)以下

で行う． 

〃 172 下から 

11行目 

圧縮機駆動の軸動力 圧縮機の駆動軸動力 

〃 173 6～7行目 圧縮機駆動の軸動力 圧縮機の駆動軸動力 

2025 

1.24 

54 3行目 アンモニアは水とよく溶け合い，アンモ

ニア水溶液（アンモニア水となる． 

アンモニアは水とよく溶け合う． 

〃 66 図6.2 

（下図） 

円筒筒（シェル） 円筒胴（シェル） 

〃 76 3行目 熱伝達率抵抗 熱伝達抵抗 
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〃 174 下から 

12～13行目 

アンモニアが水分をよく溶解してアンモ

ニア水になるので 

アンモニアが水分をよく溶解するので 

 

2023 

2.8 

 
157 

 

20～22行目 

 

冷凍空調装置の施設基準では，式(12.3)

で表す冷媒ガスの限界濃度を表12.2のよ

うに規定している． 

 

 

 

 

 

冷凍空調装置の施設基準では，式(12.3)の

ように，冷媒設備の全冷媒充填量(kg)を，

冷媒を内蔵した機器を設置した部屋の最小

室内容積(m3)で除した値が，表12.2に示す

限界濃度以下となることを定めている． 

 

 
 

 

2021 

11.29 

75 表6.3 伝熱面積 166 伝熱面積 168 

〃 62 13行目 対流平均温度差 対数平均温度差 

〃 9 7行目 ～を用いる冷凍機ものなどがある． ～を用いる冷凍機などがある． 

〃 183 1行目 （7.4.3項，8.2節参照） 
（7.3.2項，8.2節参照） 

〃 169 下から 

5行目 

～を閉じて冷媒装置を運転し,・・・ ～を閉じて冷凍装置を運転し,・・・ 

 

 

〃 

 
 

79 

 

 

図7.1 

（下図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分配器 

〃 75 表6.3 平均温度差   5 算術平均温度差   6 

 

〃 

 
29 

 

下から 

2行目 

 
 

 
 

𝑃𝑃k
𝑃𝑃o
 

𝑝𝑝k
𝑝𝑝o
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 148 2行目 内径560 ｍｍ 内径570 ｍｍ 

 148 8行目 Di＝560 ｍｍ Di＝570 ｍｍ 

 

 

 
 

148 

 

 

10行目 

 

𝑡𝑡 = 𝑃𝑃𝐷𝐷i
2𝜎𝜎a𝜂𝜂−1.2𝑃𝑃

+ 𝛼𝛼  
 

= 1.78×560
2×100×0.7−1.2×1.78

+ 1  
 

= 8.24 ≒ 8.3 mm  

 

𝑡𝑡 = 𝑃𝑃𝐷𝐷i
2𝜎𝜎a𝜂𝜂−1.2𝑃𝑃

+ 𝛼𝛼  
 

= 1.78×570
2×100×0.7−1.2×1.78

+ 1  
 

= 8.36 ≒ 8.4 mm  

 148 14行目 ここで，8.3 ｍｍ以上の・・・ ここで，8.4 ｍｍ以上の・・・ 

 47 表4.2 R410A (沸点/露点) 

-51.37 / -51.46 

R410A (沸点/露点) 

-51.46 / -51.37 

 163 27行目 到達真空度は，少なくとも－93 kPa 

（絶対圧力では8kPa）程度で行う． 

真空試験の圧力は0.6 kPa 

（5 torr）以下の真空度で行う． 

  

 

 

85 

 

 

 

図7.11(b) 

 

 

有効内外伝熱面積比 

 28 13 行目 シリンダ容積 全ピストン行程容積 

 28 16 行目 L : ピストン行程容積（m） L : ピストン行程（m） 

  

 

55 

 

 

5 行目 

最低の凍結温度（共晶点）は濃度 30 
mass%で生じ－55℃である．塩化カルシ

ウムブラインの実用温度範囲は図中に斜

線で示した－40℃までである． 

最低の凍結温度（共晶点）は濃度30 
mass%で生じ－55℃であり，ブラインと

しての実用温度は－40℃くらいまでで 

ある． 
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55 

 

 

 

 

 

17 行目 

 

二酸化炭素は，自然冷媒または無機ブラ

インに分類されるが，アンモニア冷凍機

などと組み合わせた冷凍・冷却装置の二

次冷媒（ブライン）としても使われてい

る．二次サイクルにおいて送液され顕熱

のみを利用する塩化カルシウムブライン

や塩化ナトリウムブラインとは異なり，

二酸化炭素を二次冷媒（ブライン）とし 

て使用するシステムは， 

 

二酸化炭素は，自然冷媒に分類されるが，

アンモニア冷凍機などと組み合わせた冷

凍・冷却装置の二次冷媒としても使われ

ている．二次サイクルにおいて送液され

顕熱のみを利用する塩化カルシウムブラ

インや塩化ナトリウムブラインとは異な

り，二酸化炭素を二次冷媒として使用す

るシステムは， 

 63 1 行目 熱伝達率 熱伝導率 

 63 8 行目 K = 0.115 kW/(㎡・K） K = 0.115 W/(㎡・K） 

 63 12 行目 6.90 kW/㎡ 6.90 W/㎡ 
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94 

 

 

 

 

 

 

図 8.2 
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132 9 行目 

(2)過大な圧力降下と騒音が生じない程度 

に，蒸気速度を圧力降下が抑える． 

(2)過大な圧力降下と騒音が生じない程 

度に，蒸気速度を抑える． 

  

 

156 

 

 

19 行目 

このような液封による事故は，低圧液配

管（二段圧縮冷凍装置の過冷却された液

配管や，冷媒液強制循環式冷凍装置の低

圧受液まわりの液配管）において発生す

ることが多い． 

このような液封による事故は，二段圧縮

冷凍装置の過冷却された液配管や，冷媒

液強制循環式冷凍装置の低圧受液器まわ

りの液配管において発生することが多

い． 

 


